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1

1

議
　
長 

　
元
場
千
博

63
歳

桑
　
原
　
全
太
郎
　
69
歳

無所属
西島４５９ 
 

副
議
長 

　
鈴
木
正
孝

52
歳

無所属
豊田７３０

　
　
　
　
　
　
　
磐
田
市
議
会
議
長
　

  

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
よ
り
市
政
の
推
進
に
深
い
御

理
解
、
御
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
こ
の
た
び
４
月
１
日
、
磐
南
５
市
町
村
の
合
併
に
よ
り
新

磐
田
市
が
誕
生
し
、
５
月
臨
時
初
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
議

員
各
位
の
御
推
挙
を
い
た
だ
き
初
代
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
身
に
余
る
光
栄
と
感
激
し
て
お
り
ま
す
。
同
時
に
、

そ
の
任
務
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
本

市
の
発
展
向
上
の
た
め
、
全
力
を
挙
げ
て
邁
進
す
る
覚
悟
で

あ
り
ま
す
。 

　
新
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
１７
万
５
千
人
市
民
の
期

待
と
要
望
に
こ
た
え
る
た
め
、
少
子
高
齢
化
、
住
民
福
祉
、

生
活
基
盤
の
構
築
な
ど
重
要
な
諸
課
題
に
対
し
、
積
極
的
に

取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
議
会
の
使
命
役
割
を

踏
ま
え
、
全
３４
人
の
議
員
の
融
和
と
協
調
を
図
り
な
が
ら
、

公
正
公
平
な
運
営
に
努
め
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、

皆
様
の
御
指
導
、
御
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
、
就
任
の

ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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No.1　　平成17年6月15日 

委
員
長 

　
馬
渕
源
一

61
歳 

無所属 
岩井１７３８―２ 

 

副
委
員
長 

　
藤
森
康
行

58
歳

無所属 
下神増３３１

委
員

 

　
根
津
康
広

49
歳

日本共産党
笠梅１６７―１

委
員

 
　
鈴
木
正
孝

52
歳

無所属 
豊田７３０ 
 

委
員

 

　
小
野
泰
弘

51
歳

公明党
大泉町14―５

委
員

 

　
加
藤
治
吉

54
歳

無所属 
豊浜中野７５０―１ 

委
員

 

　
鈴
木
昭
二

56
歳

無所属
新開２７２―１ 

 

委
員

 
　
佐
々
木
信
仁
　 
57
歳

無所属
城之崎一丁目２３２５―７

委
員

 

　
高
安
和
雄

67
歳

無所属
中平松５２５―１ 

委
員
長
 

　
早
川
勝
次

53
歳

無所属
駒場３７６５

副
委
員
長
 

　
山
際
今
子

62
歳

公明党
上新屋68―２

委
員
 

　
川
崎
和
子

45
歳

無所属
富丘２８８―４

委
員
 

　
稲
垣
あ
や
子

50
歳

日本共産党
掛塚３５１―２

委
員
 

　
河
島
直
明

56
歳

無所属
藤上原４４３ 

 

委
員
 

　
八
木
啓
仁

57
歳

無所属
白拍子４３１―12

委
員
 

　
川
村
孝
好

57
歳

無所属
池田９８６―２ 

委
員
 

　
小
木
秀
市

63
歳

無所属
家田４２５―７

委
員
 

　
元
場
千
博

63
歳

無所属 
西島４５９

所
管
事
項
は
、
総
務
部
、
企
画
財
政
部
、
消
防
本
部
、
出
納
室
、
監
査
委
員
、
選
挙
管

理
委
員
会
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
及
び
公
平
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項
等
。
 

 

所
管
事
項
は
、
健
康
福
祉
部
及
び
市
立
総
合
病
院
の
所
管
に
属
す
る
事
項
。
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委
員
長
 

　
玉
田
文
江

55
歳

無所属
上岡田９９４―12

副
委
員
長
 

　
大
庭
隆
一

62
歳

無所属 
掛塚１１５６

 
 

委
員
 

　
宮
澤
博
行

30
歳

無所属
見付３８３１―６ 

委
員
 

　
鈴
木
喜
文

48
歳

公明党
中泉３０１２―10

委
員
 

　
高
梨
俊
弘

50
歳

日本共産党
国府台６４８―１

委
員
 

　
鈴
木
晴
久

55
歳

無所属
中泉２０１６―10

委
員
 

　
増
田
暢
之

60
歳

無所属
気子島１０５２

委
員
 

　
寺
井
信
男

66
歳

無所属
福田２１０５―２―１

委
員
長
 

　
寺
田
仁
一

57
歳

無所属
福田５４８９―19

副
委
員
長
 

　
山
田
安
邦
　
61
歳

無所属
草崎６５４―５ 

 

委
員
 

　
野
崎
正
藏

41
歳

無所属 
長森65

委
員
 

　
渡
部
　
修

54
歳

無所属
西島３６７―16

委
員
 

　
田
之
上
康
成

55
歳

無所属
見付１７２９―45

委
員
 

　
岡
　
　
實

57
歳

無所属
豊岡６１５３―４ 

委
員
 

　
石
野
　
泉

58
歳

無所属
新貝２１２３ 

委
員
 

　
桑
原
全
太
郎
　
69
歳

無所属
中泉５２５―１

所
管
事
項
は
、
生
活
文
化
部
、
産
業
振
興
部
、
教
育
委
員
会
及
び
農
業
委
員
会
の
所
管

に
属
す
る
事
項
。
 

 

所
管
事
項
は
、
生
活
環
境
部
及
び
建
設
部
の
所
管
に
属
す
る
事
項
。
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No.1　　平成17年6月15日 

　
　
（
平
成
17
年
５
月
13
日
現
在
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
◎
代
表
者
）

◎
桑
原
全
太
郎
　
宮
澤
博
行 

　
野
崎
正
藏
　
鈴
木
正
孝 

　
早
川
勝
次
　
鈴
木
晴
久 

　
河
島
直
明
　
鈴
木
昭
二 

　
寺
田
仁
一
　
川
村
孝
好 

　
岡
　
　
實
　
佐
々
木
信
仁 

　
藤
森
康
行
　
石
野
　
泉 

　
増
田
暢
之
　
馬
渕
源
一 

　
山
田
安
邦
　
大
庭
隆
一 

　
小
木
秀
市
　
元
場
千
博 

　
高
安
和
雄 

 

◎
渡
部
　
修
　
加
藤
治
吉

　
田
之
上
康
成
　
八
木
啓
仁

　
寺
井
信
男

 

◎
高
梨
俊
弘
　
根
津
康
広

　
稲
垣
あ
や
子

 

◎
小
野
泰
弘
　
鈴
木
喜
文

　
山
際
今
子

 

◎
玉
田
文
江
　
川
崎
和
子

議
会
運
営
委
員
会
委
員 

 
　
◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長 

◎
河
島
直
明
　
○
高
安
和
雄 

　
野
崎
正
藏
　
　
根
津
康
広 

　
小
野
泰
弘
　
　
加
藤
治
吉 

　
玉
田
文
江
　
　
寺
田
仁
一 

　
藤
森
康
行
　
　
山
田
安
邦 

組
合
議
会
議
員 

 

中
遠
広
域
事
務
組
合
議
会 

　
根
津
康
広
　
　
小
野
泰
弘 

　
鈴
木
晴
久
　
　
田
之
上
康
成 

　
山
田
安
邦
　
　
元
場
千
博 

　
高
安
和
雄 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
よ
お
か
管
理

組
合
議
会 

　
鈴
木
昭
二
　
　
元
場
千
博 

太
田
川
原
野
谷
川
治
水
水
防
組
合

議
会 

　
高
梨
俊
弘
　
　
石
野
　
泉 

　
馬
渕
源
一
　
　
寺
井
信
男 

中
東
遠
看
護
専
門
学
校
組
合
議
会 

　
渡
部
　
修
　
　
佐
々
木
信
仁 

　
元
場
千
博 

浅
羽
地
域
湛
水
防
除
施
設
組
合
議
会 

　
加
藤
治
吉
　
　
玉
田
文
江 

各
種
役
員
・
委
員 

　
　
　
　
　
　
　
（
議
員
選
出
） 

事
務
局
が
磐
田
市
及
び 

　
静
岡
県
の
委
員
会
等 

 

磐
田
市
土
地
開
発
公
社
理
事 

　
渡
部
　
修
　
　
山
田
安
邦

　
磐
田
市
土
地
開
発
公
社
監
事 

　
桑
原
全
太
郎 

磐
田
市
立
図
書
館
協
議
会
委
員 

　
鈴
木
喜
文
　
　 

磐
田
市
立
小
・
中
学
校
通
学
区
域

審
議
会
委
員 

　
渡
部
　
修
　
　
鈴
木
晴
久 

磐
田
市
旧
見
付
学
校
協
議
会
委
員 

　
宮
澤
博
行 

磐
田
市
青
少
年
問
題
協
議
会
委
員 

　
川
崎
和
子
　
　
増
田
暢
之 

磐
田
市
民
文
化
会
館
等
運
営
委
員

会
委
員 

　
田
之
上
康
成
　
　
佐
々
木
信
仁 

磐
田
市
特
別
業
務
地
区
建
築
審
議

会
委
員 

　
河
島
直
明 

磐
田
市
農
業
振
興
地
域
整
備
促
進

協
議
会
委
員 

　
河
島
直
明
　
　
馬
渕
源
一 

磐
田
市
地
区
計
画
審
議
会
委
員 

　
鈴
木
昭
二
　
　
小
木
秀
市 

磐
田
市
生
涯
学
習
推
進
協
議
会
委
員 

　
山
際
今
子
　
　
小
木
秀
市 

磐
田
市
廃
棄
物
減
量
化
等
推
進
審

議
会
委
員 

　
岡
　
　
實 

磐
田
市
交
通
災
害
共
済
審
査
委
員

会
委
員 

　
宮
澤
博
行
　
　
山
際
今
子 

公
務
災
害
補
償
等
認
定
委
員
会
委
員 

　
早
川
勝
次 

磐
田
市
社
会
教
育
委
員 

　
稲
垣
あ
や
子 

社
会
福
祉
法
人
磐
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
評
議
員 

　
川
村
孝
好 

磐
田
市
旅
館
建
築
審
査
委
員
会
委
員 

　
寺
田
仁
一 

磐
田
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営

委
員
会
委
員 

　
高
梨
俊
弘
　
　
大
庭
隆
一 

磐
田
市
都
市
計
画
審
議
会
委
員 

　
野
崎
正
藏
　
　
根
津
康
広 

　
小
野
泰
弘
　
　
加
藤
治
吉 

　
河
島
直
明
　
　
藤
森
康
行 

　
石
野
　
泉 

磐
田
市
民
生
委
員
推
薦
会
委
員 

　
川
崎
和
子
　
　
稲
垣
あ
や
子 

財
団
法
人
磐
田
市
振
興
公
社
評
議

員
会
評
議
員 

　
馬
渕
源
一 

磐
田
都
市
計
画
事
業
磐
田
駅
北
土
地

区
画
整
理
審
議
会
委
員 

　
鈴
木
晴
久 

財
団
法
人
静
岡
県
下
水
道
公
社
評

議
員
会
評
議
員 

　
寺
田
仁
一 

磐
田
市
水
田
農
業
推
進
協
議
会
会
員 

　
玉
田
文
江
　
　
八
木
啓
仁 

ふ
れ
あ
い
福
田
漁
港
建
設
促
進
協

議
会
会
員 

　
元
場
千
博
　
　
寺
井
信
男 

磐
田
市
林
業
振
興
協
議
会
委
員 

　
宮
澤
博
行
　
　
小
木
秀
市 

竜
洋
町
史
編
さ
ん
委
員
会
委
員 

　
岡
　
　
實 

磐
田
市
国
民
宿
舎
運
営
委
員
会
委
員 

　
小
野
泰
弘
　
　
加
藤
治
吉 

　
寺
井
信
男 

磐
田
市
第
二
東
名
自
動
車
道
建
設

対
策
協
議
会
委
員 

　
鈴
木
昭
二
　
　
川
村
孝
好 

磐
田
市
豊
岡
地
区
一
雲
済
川
改
修

促
進
協
議
会
委
員 

　
鈴
木
昭
二
　
　
藤
森
康
行 

　
小
木
秀
市 

磐
田
市
豊
岡
地
区
主
要
地
方
道
浜
北

袋
井
線
整
備
促
進
協
議
会
委
員 

　
鈴
木
昭
二
　
　
藤
森
康
行 

　
小
木
秀
市 

磐
田
市
豊
岡
地
区
第
二
東
名
建
設

対
策
協
議
会
委
員 

　
鈴
木
昭
二
　
　
藤
森
康
行 

　
小
木
秀
市 

磐
田
市
豊
岡
地
区
天
竜
川
治
水
整
備

促
進
連
絡
会
委
員 

　
鈴
木
昭
二
　
　
藤
森
康
行 

　
小
木
秀
市 

磐
田
市
表
彰
審
査
委
員
会
委
員 

　
元
場
千
博
　
　
鈴
木
正
孝 

磐
田
市
民
賞
審
査
委
員
会
委
員 

　
元
場
千
博
　
　
鈴
木
正
孝 

磐
田
市
緑
化
推
進
委
員
会
委
員 

　
寺
田
仁
一 

静
岡
産
業
大
学
参
与
会
委
員 

　
元
場
千
博
　
　
鈴
木
正
孝 

　
玉
田
文
江 
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一
般
会
計
ほ
か
１５
件
の
暫
定
予
算
を
承
認 

2
4
8
件
の
条
例
制
定
も
承
認
 

 　
当
局
説
明
要
旨

　
新
市
の
設
置
に
伴
い
、
17
年
４
月

１
日
に
即
日
施
行
が
必
要
な
条
例
２

４
８
件
に
つ
い
て
、
市
長
職
務
執
行

者
が
専
決
処
分
し
た
も
の
で
す
。

　
本
会
議
で
は
、
監
査
委
員
が
２
名

か
ら
３
名
に
ふ
え
た
理
由
、
個
人
情

報
保
護
条
例
に
関
係
し
、
個
人
情
報

の
制
限
面
に
つ
い
て
従
来
と
の
相
違

点
や
実
施
機
関
の
責
務
、
ま
た
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
料
負
担
に

つ
い
て
旧
５
市
町
村
と
の
比
較
や
免

除
等
の
考
え
方
、
さ
ら
に
、
国
保
税

に
つ
い
て
旧
５
市
町
村
と
比
較
し
た

平
均
値
上
げ
額
、
そ
の
ほ
か
、
附
属

機
関
と
し
て
の
委
員
会
・
審
議
会
の

性
格
や
設
置
根
拠
、
各
種
委
員
の
報

酬
規
定
の
あ
り
方
等
の
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　
賛
成
30
（
公
・
無
）
、
反
対
３
（
共
）

に
よ
り
承
認
。
 

討
 
論
 

暮
ら
し
を
直
撃
す
る
内
容
 

　
　
　
利
用
者
負
担
も
増
大
 

 反
対
（
共
産
）
合
併
協
議
会
や
事

務
レ
ベ
ル
の
調
整
す
べ
て
に
結
構
と

い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
 

　
税
制
改
正
に
よ
る
公
的
年
金
等
控

除
の
縮
小
な
ど
は
、
高
齢
者
の
負
担

増
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
定
率

減
税
の
半
減
は
住
民
税
納
税
者
す
べ

て
に
影
響
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
暮

ら
し
を
直
撃
す
る
内
容
の
市
税
条
例

と
な
っ
て
い
る
。
 

　
国
保
税
条
例
に
お
け
る
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
試
算
で
は
、
旧
５
市
町
村
の
う
ち

大
多
数
が
増
税
と
な
っ
て
い
る
。
滞

納
累
計
額
は
12
億
５
千
万
円
と
の
こ

と
で
あ
り
、
増
税
と
な
れ
ば
、
ま
す

ま
す
滞
納
世
帯
が
ふ
え
、
短
期
被
保

険
者
証
や
資
格
証
明
書
の
交
付
も
ふ

え
か
ね
な
い
。
 

　
保
育
園
保
育
料
徴
収
条
例
や
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
に
つ
い
て
も
、

利
用
者
負
担
の
増
大
を
含
む
内
容
で

あ
り
、
賛
成
で
き
な
い
。
 

　
以
上
の
点
に
よ
り
、
反
対
す
る
。
 

 税
制
改
正
を
受
け
た
市
税
条
例
 

　
利
用
者
の
応
分
負
担
も
理
解
 

 賛
成
（
公
明
）
税
制
改
正
が
反
映

さ
れ
た
市
税
条
例
は
、
少
子
高
齢
社

会
に
あ
っ
て
、
高
齢
者
一
律
の
優
遇

制
度
を
見
直
し
、
年
金
制
度
を
支
え

て
い
る
現
役
世
代
と
受
給
者
と
の
税

負
担
の
バ
ラ
ン
ス
確
保
の
た
め
、
課

税
見
直
し
を
す
る
も
の
で
、
定
率
減

税
の
縮
減
は
、
安
定
し
た
財
源
確
保

の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
税

制
改
正
を
受
け
た
内
容
で
あ
る
。
 

　
国
保
税
条
例
に
つ
い
て
は
、
保
険

給
付
の
規
模
に
見
合
っ
た
額
を
基
本

に
算
定
し
、
ふ
え
続
け
る
医
療
費
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
、
必
要
な
税
率

が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
 

　
保
育
料
は
国
の
基
準
よ
り
三
十
四
、

五
％
低
く
、
少
子
化
対
策
の
中
で
配

慮
さ
れ
た
内
容
と
考
え
る
。
 

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料
は
、

県
内
の
他
自
治
体
の
状
況
や
利
用
者

の
応
分
負
担
の
観
点
か
ら
理
解
す
る
。
 

　
こ
れ
ら
の
観
点
か
ら
賛
成
す
る
。
 

  

  

　
当
局
説
明
要
旨
 

　
新
市
の
設
置
に
伴
い
、

４
月
か
ら
本
予
算
成
立

見
込
み
の
６
月
末
ま
で

の
３
カ
月
間
に
必
要
な

経
費
を
計
上
し
た
も
の

で
、規
模
は
一
般
会
計
が

１
４
２
億
８
、７
６
１
万

円
、特
別
会
計
が
12
会
計
で
１
１
２
億

３
、
２
８
６
万
円
、
公
営
企
業
会
計

が
３
会
計
で
38
億
１
、
０
７
１
万
円

で
、
総
額
は
２
９
３
億
３
、
１
１
９

万
円
で
す
。

　
一
般
会
計
の
質
疑
で
は
、
市
民
税
・

固
定
資
産
税
の
滞
納
累
計
額
、
地
方

交
付
税
の
推
移
、
財
政
調
整
基
金
の

現
在
額
の
状
況
、
さ
ら
に
、
今
後
の

友
好
都
市
関
係
の
考
え
方
、
支
所
関

係
経
費
や
消
防
水
利
施
設
整
備
、
介

護
予
防
・
生
き
が
い
活
動
事
業
等
の

内
容
、
ご
み
処
理
施
設
建
設
事
業
の

予
定
等
を
た
だ
し
ま
し
た
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　
賛
成
30
（
公
・
無
）
、
反
対
３
（
共
）

に
よ
り
承
認
。
 

   サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と
 

　
新
た
な
負
担
を
強
い
る
予
算

反
対
（
共
産
）
一
般
会
計
予
算
を

み
る
と
、
地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴

う
市
税
条
例
改
正
の
影
響
で
、
特
に

高
齢
者
と
低
所
得
者
が
増
税
と
な
り
、

ま
た
配
偶
者
特
別
控
除
の
一
部
廃
止

に
よ
り
、
新
た
に
個
人
市
民
税
の
負

担
が
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
上
、
国

保
税
や
介
護
保
険
料
の
負
担
増
、
旧

磐
田
市
に
お
け
る
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
利
用
料
の
負
担
増
な
ど
が
あ
り
、

こ
れ
ら
は
暫
定
予
算
と
い
え
ど
も
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
と
市
民
の
負
担
を
新
た

に
強
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
国
保
会
計
で
は
、
旧
竜
洋
町
を
除

い
て
す
べ
て
増
税
と
な
り
、
介
護
分

も
合
わ
せ
る
と
か
な
り
の
負
担
増
と

な
り
、
増
税
感
を
強
く
感
じ
る
。
サ
ー

ビ
ス
は
高
く
、
負
担
は
低
く
が
合
併

公
約
で
あ
っ
た
が
、
保
険
税
の
値
上

げ
は
市
民
に
痛
み
を
与
え
る
も
の
で

あ
る
。

　
以
上
に
よ
り
、
２
会
計
の
暫
定
予

算
に
は
反
対
す
る
。
 

つ
な
ぎ
予
算
と
し
て
適
切
 

　
国
保
は
健
全
運
営
を
期
待
 

 賛
成
（
無
所
属
）
税
制
改
正
に
よ

る
配
偶
者
特
別
控
除
の
上
乗
せ
分
の

廃
止
は
、
税
収
の
確
保
、
今
後
の
税

制
の
あ
る
べ
き
姿
を
求
め
た
も
の
で

あ
り
、
市
税
増
も
そ
の
趣
旨
に
沿
っ

た
も
の
で
、
財
政
の
確
保
を
考
え
た

場
合
、
や
む
を
得
な
い
も
の
と
思
う
。
 

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料
は
、

基
本
的
に
は
受
益
者
負
担
が
必
要
と

考
え
る
。
暫
定
予
算
は
、
本
予
算
成

立
ま
で
の
間
の
最
小
限
度
の
経
費
の

計
上
で
あ
り
、
つ
な
ぎ
予
算
と
し
て

適
切
で
あ
る
と
認
め
る
。
 

　
国
保
会
計
で
は
、
被
保
険
者
の
負

担
増
に
著
し
い
変
動
が
生
じ
な
い
よ

う
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
や
基

金
の
活
用
等
に
よ
り
、
旧
５
市
町
村

の
平
均
税
額
に
近
づ
け
る
よ
う
調
整

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

　
健
全
な
運
営
の

確
保
、
国
保
税
の

収
入
未
済
額
の
縮

小
へ
の
さ
ら
な
る

努
力
を
期
待
し
、

暫
定
予
算
の
賛
成

討
論
と
す
る
。 討

 
論
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議
会
だ
よ
り
第
１
号
か
ら

私
ど
も
が
編
集
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
見
や
す
く
、
親
し
み
や
す

い
紙
面
を
目
指
し
て
努
力
し

ま
す
。 

委
員
長
　
岡
　
　
　
實 

副
委
員
長
　
稲
垣
あ
や
子 

委
　
　
員
　
川
崎
　
和
子 

委
　
　
員
　
八
木
　
啓
仁 

委
　
　
員
　
増
田
　
暢
之 

委
　
　
員
　
山
際
　
今
子 

委
　
　
員
　
小
木
　
秀
市 

 

磐
田
市
助
役 

鶴田春男（53歳）
新開223

磐
田
市
収
入
役 

臼井　顯（63歳）
上大之郷379―3

議案採決までの流れ  議案採決までの流れ  議案採決までの流れ  

全会一致により可決・承認・同意された議案

（ 1） 市議会会議規則の制定
（ 2） 市議会委員会条例の制定
（ 3） 市議会事務局設置条例の制定
（ 4） 市長の専決処分事項の指定
（ 5） 専決処分（市指定金融機関の指定）
（ 6） 専決処分（磐田市外１組合公平委員会の共同設置）
（ 7） 専決処分（磐田市と袋井市との間の湛水防除事業の事務委託）
（ 8） 専決処分（火葬に関する事務並びに火葬場の設置及び管理

に関する事務の委託）
（ 9） 専決処分（浜松市ほか15市町村と磐田市との間の証明書等

の交付等の事務委託）
（10） 専決処分（区域外における公の施設の利用に関する協議）
（11） 専決処分（指定管理者の指定）
（12） 助役選任の同意
（13） 収入役選任の同意
（14） 
 　  教育委員会委員任命の同意
（18）
（19）
 　  磐田市外１組合公平委員会委員選任の同意
（21）
（22）
 　  固定資産評価審査委員会委員選任の同意
（24）
（25）
 　  監査委員選任の同意
（27）
（28）
 　  広瀬財産区管理委員選任の同意
（30）
（31）
 　  岩室財産区管理委員選任の同意
（35）
（36）
 　  虫生財産区管理委員選任の同意
（40）
（41）
 　  万瀬財産区管理委員選任の同意
（45）
（46） 人権擁護委員の候補者推薦の意見
（47） 磐田市選挙管理委員及び補充員の選挙

賛成多数により承認された議案

（ 1） 専決処分（17年度一般会計暫定予算ほか15件の暫定予算）
（ 2） 専決処分（市の事務所の位置を定める条例ほか247件の条

例の制定）
※　これら賛成多数により承認された議案は、すべて討論が行われ
　　ました。
　　表決結果は次のとおりです。
　　（1）・（2） の議案・・・・・・・賛成30（公・無）、反対３（共）

そのほか本会議で議題となった案件

（ 1） 市議会議長の選挙
（ 2） 市議会副議長の選挙
（ 3） 市議会常任委員会委員の選任
（ 4） 市議会運営委員会委員の選任
（ 5） 中遠広域事務組合議会議員の選挙
（ 6） 養護老人ホームとよおか管理組合議会議員の選挙
（ 7） 太田川原野谷川治水水防組合議会議員の選挙
（ 8） 中東遠看護専門学校組合議会議員の選挙
（ 9） 浅羽地域湛水防除施設組合議会議員の選挙
（10） 市議会議員の派遣
（11） 閉会中の継続調査

議案上程 

説　　明 

質　　疑 

議案を会議の議題とし、審議の対
象とすること。 
 
提出された議案ついてその理由及
び内容を提出者が説明すること。 
 

提出者に疑問点を問いただすこと。 
 

本
会
議

 

※　請願についても同じ流れです。 

委員長報告 

質　　疑 

討　　論 

採　　決 

委員会での審査の経過及び結果を
報告すること。 
 
委員長報告に対し、疑義をただす
こと。 
 
議案について、議員が反対あるい
は賛成の意見を表明すること。 
 
多数決によって、議案に対する議
会の意思を決定すること。 

本
会
議

 

議案審査 各委員会が分担して議案を専門的、
詳細に審査すること。 

委
員
会

 


